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色見保育園 (園 児18名 )

1人だってゲンキ。 18人そろえばもっとゲンキ。い

つだってゲンキで一す |

暑い夏はやっぱ リプール遊びが一番。今年

は 7月 中旬に梅雨が明けました。 これを待ち

わびた町立保育園各園の子どもたちは、毎 日

園のプールにつかって楽 しく遊んでいます。

地球温暖化の影響で、平均気温が上昇 して

いるようですが、町内の子どもたちは元気に

この夏を過ごしています。

草部保育園 (園 児26名 )

26名一人 ひ と りが個 ||'生豊 かで元気 い っぱ いです。 み

んなで伸び伸びと楽しく過ごしています。

蘇鰯轟瞑■國■願観事要曜露甲

草部北部保育園 (園 児 5名 )

雄大な自然の中で、太陽の光をいっぱい浴び、毎日

元気 |こ遊んでいます。

河原僻地保育園 (園 児 5名 )

少人数でも元気100倍。含日も楽しくプールで遊ん

でま―す。
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■
七夕飾リコンテストの特選作品 (高森幼稚園)

今年の湧水 トンネル七夕まつ りは、期間中雨の日

が続いた影響で、昨年より入場者数は減少 しました。

しかし、それ以降の週末と夏休みに入ってか らはた

くさんの観光客でにぎわっています。

連 日の猛暑でバテ気味の方は、気温 17度 の トン

ネルヘ涼みに出かけてみてはいかがでしょうか ?

口
'日

輻 礼

瞳

切
■

野尻保育園 (園 児12名 )

未 )両児 (3才未)両)が多いけど、年長さんたちが小

さい子をよく見てくれて、みんなで楽 しく仲良く和気

あいあいと過ごしていま―す。

田
目
目

1.水 と緑と上の |こ おい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て華せな町 |こ します。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町 |こ します。

5,スポーツ |こ 親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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住
宅
ロ
ー
ン
返
済
で

お
困
り
の
方

ヘ

勤
務
先
の
倒
産
、
営
業
不
振
等

に
よ
り
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
に
お
困

り
の
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
相

談
の
結
果
を
踏
ま
え
、
要
件
に
応

じ
て

一
定
期
間
、
次
の
方
法
に
よ
り

返
済
負
担
を
大
き
く
軽
減
し
ま
す

（返
済
条
件
変
更
の
受
付
期
間
は
平

成
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
）

◎
返
済
期
間
を
最
大
十
年
間
延
長

◎
必
要
に
応
じ
て
最
大
三
年
間
の

元
金
据
置
期
間
の
設
定

◎
基
準
金
利
の
適
用
期
間
の
三
年

延
長

◎
据
置
期
間
中
の
五
％
ま
で
の
金

利
の
引
き
下
げ

※
右
記
措
置
に
よ
り
月
々
の
返
済

額
は
減
少
し
ま
す
。
（た
だ
し
返
済

総
額
は
増
額
し
ま
す
。
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

ご
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
た
は

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

・

３

８

７

・

３

７

０

９

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
　
八
月
二
十
四
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

人
が
来
場

七
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
の
四

日
間
に
わ
た

っ
て
、
高
森
湧
水
ト

ン
ネ
ル
公
園
で
「七
夕
ま

つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
来
場
者
は
四
日
間
で

約

一
万
三
千
人
で
し
た
。

こ
れ
は
七
夕
に
あ
わ
せ
高
森
ト

ン
ネ
ル
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と

行
わ
れ
て
お
り
今
回
で
六
回
目
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
き
れ
い
で
冷
涼

な
高
森
の
水
資
源
や
自
然
の
大
切

さ
を
見
直
し
、
高
森
の
自
然
に
誇

り
を
も

っ
て
も
ら
い
、
ま
た
町
外

の
方
々
に
も

「白
川
水
系
始
発
駅

た
か
も
り
」
の
豊
か
な
水
資
源
を

Ｐ
Ｒ
し
、
自
然
を
守
る
必
要
性
を

広
く
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
内
部
に
は
五
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
き
な
七
夕
飾
り
が

七
十
七
基
も
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
は

一
つ
ひ
と
つ
念
入
り
に
眺

め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
頃
見
慣
れ
な
い
ト
ン

ネ
ル
内
部
や
湧
水
館
で
の
七
夕
書

道
展
の
鑑
賞
、
森
の
風
事
業
組
合

の
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
大
会
や

観
光
協
会
会
員
等
か
ら
の
出
店
も

あ
り
、
夜
市
気
分
で
の
ん
び
り
と

涼
し
さ
を
満
喫
し
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ｃ

野
尻

地

区

■
と
　
き
　
八
月
二
十
三
日
（木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
八
月
二
十
四
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
九
月
八
日
（土
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
芙
蓉
館

心
配
ご
と
相
談

休
日
在
宅
医

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

今
回
の
七
夕
ま
つ
り
に
、
た
く

さ
ん
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
ふ

れ
あ
い
と
出
会
い
の
場
、
そ
し
て

憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
来
年
度

も
益
々
発
展
さ
せ
た
い
と
存
じ
ま

す
。

七
夕
飾
り
を
出
展

い
た
だ
い
た
方
々

（順
不
同
）

高
森
保
育
園
、
高
森
幼
稚
園
、
色

見
保
育
園
、
草
部

・
草
部
北
部
保

育
園
合
同
、
野
尻

・
河
原
保
育
園

合
同
、
高
森
小
学
校
、
色
見
小
学

校
、
上
色
見
小
学
校
、
草
部
南
部

小
学
校
、
高
森
東
小
学
校
、
龍
田

小
学
校
六
年
二
組
、
高
森
中
学
校
、

草
部
中
学
校
、高
森
東
中
学
校
、高

森
高
等
学
校
、
上
在
子
ど
も
学
習

会
、
梅
香
苑
、
高
森
寮
、
熊
本
県

信
用
組
合
高
森
支
店
、
肥
後
銀
行

高
森
支
店
、
草
村
企
業
、
ひ
ゆ
が

や
、
福
永
測
量
設
計
、
高
森
町
観

光
協
会
、
高
森
警
察
署
、
岩
下
り

隋
隋
隋
隋

▼
「今
年
の
夏
は
暑
か
で
す
ね
―
。
」

と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
確
か
に

年
々
地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇
し
て

い
る
の
は
事
実
で
す
。
こ
れ
は
私
た

ち
人
間
の
い
ろ
ん
な
活
動
に
よ
り
温

室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
増
え
て
、
地

表
の
熱
が
宇
宙
に
逃
げ
な
く
な
る

「地
球
温
暖
化
」
に
よ
る
影
響
だ
そ

う
で
す
。今
の
ま
ま
で
い
く
と
百
年

後
に
は
最
高
三
・五
度
も
上
昇
し
て

し
ま
い
ま
す
。

「百
年
先
の
こ
つ
は
知
ら
ん
。」
と

言
わ
ず
に
、
私
た
ち
の
子
孫
に
住
み

よ
い
地
球
を
残
し
て
あ
げ
る
た
め
に

も
、
一
人
ひ
と
り
が
ム
ダ
な
電
力
を

使
わ
な
い
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
Λ
岩
徹
Ｖ

警
・

鸞
女

）
ヽ

● (0

0 ●

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

８
月
１２
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

８
月
１９
日

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
０
３
７
８

８
月
２６
日

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②
‐
３
３
６
１

９
月
２
日

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦
‐
１
７
７
７

９
月
９
日

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
１
９

９
月
１５
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

９
月
１６
日

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
０
３
０

９
月
２３
日

藤

本

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
２
０

(2)(19) 今度の温泉館休館日 8月 22日 (第 4水曜日)/9月 19日 (第 3水曜日)

ん
ラゃ

刀ち想
ホ
た

おめでた 。おくやみ

2001.6月 受付分    敬称略

甲斐 悠人ちゃん

(昭和) 5.25生
古賀 理椰ちゃん

(下町) 6.5生
荒牧 真央ちゃん

(日召禾日)   6. 6生

田上 ほしのちゃん

(下町) 6.10生
工藤 力哉ちゃん

(菅の追)6.11生

ず え な が <
お 幸 せ に

蟄隕
Z〕入;お

薇

男

女

女

女

男

己
子

夫
子

治
子

二
美

宏
恵

秀
咲

隆
智

義
弘

誠
栄

智
寿

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

／

′

‐

ヽ

ヽ

／

′

‐

ヽ

ヽ

／

′

‐

ヽ

＼

所

通

原

上

町

野

根

仲

羽

住

旭

前

井

横

小

赤

水松 岡 浩

水

(飯干 )

藤 本
(福 田)

廣 田

(佐藤 )

真 美

政 実
真理子

富 之
望 美

御 遺 族

荒牧 啓三

後藤テル子

住吉 リツ子

松岡 ノブ

末永千代子

安藤 進英

白

高

高

天

色

白

刀
口

森
河 浦

保

森

君

見

‥
′

．
草

村

和

　

町

園

村

6.  3

6.  5

中 6.17

続柄 死 亡 者 年齢

妻  荒牧 弘子 63
夫  後藤 政治 96
夫  住吉 好則 69
夫  松岡 又雄 91
夫  末永 留三 73

妻の母の姉小西 ミツエ 93

瑯醸
燿圏圏

善意の灯囃利

人回の動き

善 黄 の 灯
りが と うございま した

(敬称略) 麟
安藤進

■町社会福祉協議会へ

<香典返 し>後藤富人 住吉リツ子

英 末永千代子 飯干ヒサエ

<一般寄付 >立石ダンス教室

■広 報 送 料 寄付

今井幸男 (北九州市八幡西区)

山室昭雄 (神奈川県中井町 )

お くや み
も う しあ げ ます

世帯数

男

女

総 数

(6月 末 日現在 )

2,616(  0)
3,727 (-  3)

4,020 (-  2)

7,745 (-  5)

炒

ま
す つ

11
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県
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
の
納
期
限
は

八
月
三
＋
二

日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
や
製

造
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
営
ん
で
お
ら

れ
る
個
人
の
方
々
に
、
そ
の
所
得
に

応
じ
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
八
月
と

十

一
月
の
二
期
に
分
け
て
通
知
を
行

い
ま
す
。

第

一
期
分
の
納
税
通
知
は
八
月

初
め
に
発
送
し
ま
す
。
納
期
限
は
八

月
三
十

一
日
と
な

っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
銀
行

・
郵
便
局
、
農

協
等
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
地
域
振

興
局
税
務
課
の
窓
口
で
納
め
て
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
か
ら
個
人
事
業
税

に
お
け
る
不
動
産
貸
付
業
の
認
定

基
準
が
変
更
と
な
り
、
ア
パ
ー
ト

・

貸
間
な
ど
の

一
戸
建
て
以
外
の
住

宅
に
お
け
る
十
室
以
上
十
五
室
未

満
の
貸
付
に
お
い
て
も
、
課
税
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
個
人
事
業
税
の
こ
と
で
、

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
地
域
振
興
局
税
務
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
地
域
振
興
局
総
務
部
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

・

２

２（内
線
３
２
３
）

自
動
車
税

の
納
付
は

お
早
め
に
―

自
動
車
税
の
納
付
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
自
動
車
税
を
滞
納
さ

れ
ま
す
と
、
納
期
限
（五
月
三
十

一

日
）
の
翌
日
よ
り
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
る
と
と
も
に
、
預
貯
金
・不
動

産
等
の
財
産
差
押
え
処
分
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
納

付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
近

く
の
銀
行

・
郵
便
局
等
の
金
融
機

関
の
窓
口
で
早
急
に
納
付
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
お
持
ち
の
自
動
車
を
使

用
す
る
の
を
や
め
た
り
、
人
に
譲

ら
れ
た
場
合
は
、
必
ず
陸
運
支
局

で
抹
消
登
録

・
移
転
登
録
の
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

阿
蘇
地
域
振
興
局
総
務
部
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

・

２

２（内
線
３
２
３
）

発
明
工
夫
展
作
品
募
集

県
で
は
、科
学
技
術
の
振
興
及
び

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
発
明

工
夫
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

■
募
集
部
門
　
小
学
生
の
部
・中
学

生
の
部

。
一
般
の
部

（高
校
生

。
大

学
生
及
び
教
師
を
含
む
）

■
募
集
作
品
　
発
明
工
夫
に
テ
ー
マ

を
置
い
た
も
の
（ア
イ
デ
ア
の
み
の

も
の
は
不
可
）

■
期
日
　
十

一
月
八
日

（木
）
か
る

十

一
月
十
六
日

（金
）
ま
で

■
会
場
　
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館

熊
本
市
古
京
町
３
１
２

■
出
品
申
込
み
要
領
等
詳
し
く
は

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
工
業
振
興

課
内
　
発
明
協
会
熊
本
県
支
部

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
５
１
６
９
）

草
枕
文
学
賞
作
品
募
集

出

て
こ
い

二
十

一
世
紀

の
漱
石
。

旧
制
第
五
高
等
学
校
（現
熊
本
大

学
）
の
英
語
教
師
と
し
て
熊
本
に
赴

任
し
た
夏
目
漱
石
は
「草
枕
」
や
「
二

百
十
日
」
な
ど
熊
本
と
ゆ
か
り
の
深

い
作
品
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。

漱
石
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、漱
石
の
作
品
の
舞
台
と
な

つ

た
熊
本
を
全
国
の
皆
さ
ま
に
知

っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
「草
枕
文
学
賞
」

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
『
二

十

一
世
紀
の
漱
石
』
を
目
指
す
幅
広

い
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
作
品
　
紀
行
文

・
小
説

・

エ
ッ
セ
イ

（内
容
は
自
由
で
す
。
熊

本
の
歴
史
・風
土
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
も
の
を
期
待
し
ま
す
。
）

■
応
募
資
格
　
プ
ロ
、
ア
マ
そ
の
他

の
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
締
切
　
十

一
月
三
十
日

■
原
稿
枚
数
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
三
十
枚
か
ら
五
十
枚
程
度
、
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
可
。

■
賞
　
優
秀
賞

一
名
　
正
賞
　
肥
後

象
嵌
、
副
賞
　
賞
金
百
万
円

入
賞
五
名
程
度
　
正
賞
　
肥
後
象

嵌
、
副
賞
　
賞
金
三
十
万
円

■
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番

一
号

熊
本
県
文
化
企
画
課
内
　
熊
本
県

「草
枕
文
学
賞
」

実
行
委
員
会

ＴＥＬ

０

９

６

・

３

８

１

・

８

７

２

２

再
就
職
希
望
登
録
者

支
援
事
業

の
ご
案
内

あ
な
た
の
カ
ム
バ
ッ
ク
を
長
期
的

に
応
援
し
ま
す
。

「妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
ま
た
は

介
護
の
た
め
に
退
職
し
た
け
れ
ど
、

将
来
働
け
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
再

就
職
し
た
い
」
。
そ
ん
な
皆
さ
ま
の

た
め
に
、
財
団
法
人
２１
世
紀
職
業
財

団
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
も
う

一
度
働
き
た
い

あ
な
た
の
ス
ム
ー
ズ
な
再
就
職
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

■
簡
単
な
手
続
き
で
登
録

登
録
票
が
事
務
所
に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
で
請
求

し
、
証
明
写
真
と

一
緒
に
郵
送
で
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
登
録
の

有
効
期
間

（登
録
期
間
）
は
四
年
間

で
す
。引
き
続
き
登
録
を
希
望
す
る

場
合
は
、
一
回
に
限
り
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
登
録
し
た
方
は
、
再
就
職
の
準
備

の
た
め
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情

報
誌
「
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
（リ
ー
・ビ
ー
）」

の
送
付
②
登
録
者
同
士
の

「交
流

会
」
な
ど
へ
の
参
加
③
再
就
職
の
準

備
に
つ
い
て
の
「個
別
相
談
」
④
教

育
訓
練
の
受
講
を
支
援
す
る
「割
引

券
」
の
発
行

■
詳
し
く
は

（財
）２１
世
紀
職
業
財
団
熊
本
事
務
所

ＴＥＬ

０

９

６

・

３

２

４

ｏ

２

２

９

７

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

八
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
月
　
坐
骨
神
経
痛

■
火
　
足
の
む
く
み

■
水
　
し
み
、
そ
ば
か
す
の
ケ
ア

■
木
　
回
の
中
の
癌

■
金
　
多
汗
症

■
土

。
日
　
自
律
神
経
失
調
症

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ＴＥＬ

０

９

６

・

３

８

５

・

３

３

０

０

ん
ど
う
園
、
た
か
も
り
花
高
原
、
青

山
製
作
所
、
早
川
製
作
所
、
伊
澤
製

作
所
、
は
な
し

の
ぶ
高
原

ペ
ン

シ
ョ
ン
村
、
嶋
田
電
設
、
高
森
郵
便

局
、
平
田
医
院
、
馬
原
内
科
医
院
、

南
郷
谷
整
形
外
科
、
石
原
建
設
、
Ｊ

Ａ
阿
蘇
高
森
中
央
支
所
、
豊
前
屋

本
店
、
阿
蘇
郡
森
林
組
合
高
森
支

所
、
森
の
風
事
業
組
合
、
休
暇
村
南

阿
蘇
、
高
森
町
建
設
業
組
合
、
高
森

町
建
築
業
組
合
、
九
電
工
南
阿
蘇
営

業
所
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
観
光
高
森

タ
ク

シ
ー
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

一
の
宮
、
高
森
町
水

道
事
業
組
合
、
山
見
茶
屋
、
馬
場
竹

材
、
高
森
モ
ー
タ
ー
ス
、
高
森
田
楽

村
、
河
原
若
妻
会
ハ
ミ
ン
グ
、
ル
ー

ム
９
０
３
、
西
部
開
発
、
ア
ー
デ
ン
・

ホ
テ
ル
、高
田
商
会
、
南
阿
蘇
鉄
道
、

奥
阿
蘇
物
産
館
、南
阿
蘇
畜
産
協
同

組
合
、高
森
温
泉
館
、
月
廻
り
温
泉
、

そ
ば
処
慶
恩
、
高
森
町
商
工
会
、
高

森
町
社
会
福
祉
協
議
会
、青
葉
共
同

作
業
所

（福
岡
県
）
高
森
小
共
同
調

理
場
、
高
森
東
中
共
同
調
理
場
ス

ク
ー
ル
バ
ス
合
同
、
そ
の
他
役
場
内

の
各
課

・
所

。
局

・
室

（９
基
）
あ

わ
せ
て
総
計
七
十
七
基
の
出
展
で
し

た
。

七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト

高
森
幼
稚
園
が
特
選

七
月
七
日

（土
）
と
八
日

（日
）

の
、
七
夕
ま
つ
り
ご
来
場
の
方
々

に
投
票
し
て
い
た
だ
き
、
七
夕
飾

り

の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
し

た
。年

々
作
品
の
質
が
良
く
な

つ
て

お
り
、
ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く

優
劣
つ
け
が
た
い
と
の
声
も
多
数

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
高
森

幼
稚
園
の
作
品
が
初
の
特
選
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

●)●

●  ●

有効投票数 7492票

高森幼稚園

高森小学校給食共同調理場

そば処慶恩

高森保育園

高森東中学校給食共同調理場 。

スクールバス職員合同

龍田小学校 6年 2組

馬場竹材

南郷谷整形外科医院

帥青山製作所熊本工場

青葉共同作業所

選

席

席

特

１

２

ク

席

ク

アイデア賞
ク

ク

う
０

ク

高
森
小
給
食
共
同
調
理
場
の
作
品

（右
）
や
高
森
寮
の
作
品

（左
）
は
、
豆

腐
や
卵
の
容
器
を
上
手
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
他
に
も
リ
サ
イ
ク
ル
の

作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

■
湧
水
ト
ン
ネ
ル
の
七
夕
飾
り
は
、

九
月
三
十
日
ま
で
展
示
致
し
ま
す
。

九
月
末
ま
で
九
時
か
ら
十
九
時
ま

で
入
場
で
き
ま
す
。

■
小
さ
い
お
子
さ
ん
だ
け
で
は
危

険
な
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

保
護
者
の
方
と

一
緒
に
入
ら
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
本
町
で
は
湧
水
ト
ン
ネ
ル
に
限

ら
ず
、
各
種
施
設
に
ゴ
ミ
箱
を
設

置
し
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役場の支払日 8/15(水)8/27(月 )9/5(水)9/17(月 )時間10時から15時まで
(3) (18)
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七夕飾 リコンテス トの結
七
夕
書
道
展

各

学

年

の
特

選

の

み
掲

載

小

一　
高
森
東
小
　
本
田
　
真
樹

小
三
　
高
森
東
小
　
甲
斐
　
美
咲

小
三
　
高
森
小
　
岩
下
　
美
紅

小
四
　
高
森
小
　
杉
田
知
栄
子

小
五
　
高
森
小
　
相
馬
　
翔
太

小
六
　
高
森
小
　
本
田
　
珠
巳

中

一　

高
森
中
　
岩
下
　
一采
々

中
三
　
高
森
中
　
鳩
野
　
知
佳

中
三
　
高
森
中
　
立
山
　
詠
子

■



「 IT講習」 の内容

1、 パソコンの基本操作

電源の入れ方から、キーボー ドやマウスの

使い方などを初めてパソコンに触れる方にも

丁寧にわかりやすく説明 します。

2、 ワープロ文書の作成

文字の入力・修正、簡単な文書の作成、作

成 した文書の保存方法などを学びます。

3、 インターネット

(ホ ームページの閲覧 )

インターネットやホームページって何 フイ

ンターネットで何ができるの
'と

いう素朴な

疑間にお答えします。また、ホームページの

閲覧方法なども詳 しく説明 します。

4、 電子メールの送受信
電子メールの作成方法・送り方 。受け方を

実際に体験 していただき、楽 しみながら受講

できます。

―夕の略で、個人

ことをいいます。

第
七
日

野
尻
川
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会

七
月
二
十
二
日
の
日
曜
日
、
恒
例

の
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
が
野
尻
川
流
域

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
野
尻
川
ヤ
マ
メ
の
里
育

成
会

（瀬
井
公
正
会
長
）
が
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
放
流
な
ど
に
よ
り
、
野
尻
川

を
核
と
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
い
う
も
の
で
、
川
の
汚
染
防
止

と
美
化
整
備
に
も
心
が
け
、
魚
が
棲

み
や
す
い
環
境
作
り
に
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
い
う
釣
り
人
た
ち
な
ど
約
百

名
が
、
早
朝
か
ら
ヤ
マ
メ
の
大
物
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
表
彰
式
の
後

は
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
大
会
が
行

わ
れ
、参
加
者
は
素
早
い
動
き
を
す

る
ヤ
マ
メ
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し

た
。

● 4●

●

大物賞33cm山下喜志男 (矢部町)

大漁賞4.3聴 石川衛明 (大津町)

●一
ス
曽
〓

肥
後
狂
句
　
　
　
　
水
無
月

今
日
も
雨
　
一く
び
上
手
に
な
薇
ん
馬

民ヽ
か
纂
　
今
朝
は
お
粥
に
味
の
あ
る

割
ね
日
か
ら
　
こ
ぼ
薇
た
上
で
足
の
つ
き

民ヽ
か
栞
　
意
見
も
普
か
方
が
Ｒヽ
ェ

割
薇
日
か
ら
　
人
フ
ロ
は
機
嫌
の
Ｒヽ
ェ
夫

ロ

民ヽ
か
ネ
　
無
駄
で
な
か

っ
た
七
転
び

期
待
し
て
　
お
話
だ
け
の
パ
リ
生
産

今
日
も
雨
　
今
夜
の
客
が
ほ
ん
な
客

期
待
し
て
　

重ヽ
謡
信
に
ス
ホ

ン
サ
ー

民ヽ
か
率
　
規
の
本
骨
思

い
出
し

期
待
し
て
　
師
匠
が
腹
で
泣
い
た
ム
チ

腕
試
し
　

百ヽ
腸
な

っ
と
勿
ら
せ
ん
か

ヒ
ド

　

　

　

　

　

コ
ノ

僣
“
　

　

　

宅

（高
森
菜

の
花
句
会
）

追
憶
の
刻
は
悲
し
く
梅
雨
し
と
ど
　
　
　
　
　
　
　
弥
永
　
落
子

境
内
の
梅
熟
薇
る
ま
ま
落
ち
る
ま
ま
　
　
　
　
　
　
内
ロ
　
フ
ミ

つ
げ
の
木
の
剪
定
終
り
風
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口丼
千
恙
子

い
と
白
き
山
花
子
杏
る
今
日
も
両
　
　
　
　
　
　
　
相
源
　
　
・寿

岩
松
を
著
し
工
座
に
梅
雨
の
え
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
ふ
み
子

老
も
矩
ら
ぬ
虫
嗚
き
出
し
ぬ
虫
水
あ
と
　
　
　
　
　
後
藤

つ
み
子

お
隣
と
京
呼
ぶ
窓
を
開
け
合

い
て
　
　
　
　
　
　
　
沐
　
　
久
息

七
ク
の

一
夜
の
願
い
あ
ま
た
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
古
圧ヽ
　
木
子

変
身
は
忍
者
と
決
め
て
キ
ャ
ン
プ
の
子
　
　
　
　
　
千
ロ
ル
リ
子

満
人
の
星
を
従
え
夏
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
源
　
要
子

外
給
の
霧
ほ
ぐ
れ

つ
つ
薄
れ

つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
”石
下
　
扶
美

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

POETRyPAGE

（
阿
蘇
御
神
大
会
）

松
野
　
笑
声

挑
一
口
　
　
一
一月

上
丼
カロ
根
女

佐
藤
　
菫
信

沐
　
　
不
恙

口
上
黙
公
子

日
本
　
琴
司

馬
源
　
馬
笑

浦
塚
　
島
天

颯
口
　

，誅
仙

渡
辺
　
滲云
海

桐
源
　
台
酔

(17)

この講習では

何が学べるのですか ?

1 講習では、パ ソコンの基本操
1 作、文書メールの利用などの基

本的な技能を 12時間程度の講習時間で学

びます。

＼ご
ロ
ー屏

い
た
の
に
ね

け

ど
こ
に
で
も

いつ、どこで

受講できるのですか ?

ni 高森町では、第 1期については

∠  終了 しましたので、第 2期 (9

月下旬開講予定)に ついて、町民体育館で

実施する予定です。

nヽ

∠ヽ
コヽ

´ヽ

Ｒ

お
父
さ

タ
ル

J
ん

?

ル

石卜、誰でも
、Q●  受講できるのですか?

■ 高森町に住んでいる20歳以上
W'の

方であれば、どなたでも受講

できます。

」な 受講費用は

矮4 かかるのですか?

4 受講料は原則として無料です。

⌒だ＼講習を受けるには、どこに
、、ご:J 申し込めば良いのですか?

第 2期講習の受付期間はまだ未

定です。決まりましたらお知ら

せ しますので高森町民体育館 (ЪL 2-2991)

に、お電話で申し込みをしてください。

5

(4)

◆パソ

パ ー

月のコ

◆ィンタニネウト

自分のパソコンと世界中のパソコンが

つながり、様々な情報が入手できます。

◆電子メール

e―mailと もいい、自分のパソコン■相
手のパソコンとで文書などのメ|ラ|セ ■ジ
を瞬時にやりとりできる新しい手紙の方

法です。

田■■■鵬

Ч



自
分
た
ち
で
や
り
ま
し
よ
う

こ
の
キ

ャ
ン
プ

の
主
な
目
的
は
、

草
南
緑
の
少
年
団
・と‐‐‐‐自純型
＃́脚がいぽ償係な蹴

う
ま
＜
て
き
る
が
な

七
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け

て
、
育
成
キ
ヤ
ン
プ
が
奥
阿
蘇
キ
ャ

ン
プ
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

つ
け
る
こ
と
で
、
夕
食
や
朝
食

の
準

備

・
後
か
た
づ
け
や
、
テ
ン
ト
の
設

置

・撤
収
な
ど
自
分
た
ち
で
行

い
ま

し
た
。

夕
食
後

に
は
、
待
ち
に
待

っ
た

キ
ャ
ン
プ

フ
ア
イ
ヤ
ー
で
、
い
ろ
ん
一

な
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。
　

■

ま
た
、
二
日
目
に
は
キ
ャ
ン
プ
場

か
ら
奥
阿
蘇
物
産
館
ま
で
の
、
チ
リ

や
空
き
缶
拾

い
を
行
い
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

七
月
十
六
日
、森
本
青
果
食
品
の

森
本
新

一
さ
ん
と
栗
焼
ケ
サ
ユ
さ
ん

の
指
導
に
よ
り
、
野
沢
菜
漬
け
の
体

験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
験
を
行

っ
た
の
は
、
手
づ
く
り

ク
ラ
ブ
員
の
人
名
で
、
学
校
横
の
畑

で
摘
み
と
り
を
行

い
、
洗
い
・塩
漬

け
ま
で
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
終
了
後

「
初
め
て
の
体
験

で
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
調
味
液
に
漬
け
る
作

業
を
行
い
、
そ
の
後
各
家
庭
に
持
ち

帰
り
、
み
ん
な
お
い
し
く
食
べ
た
そ

う
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
　
活
動
状
況

来
年
の
七
夕
の
季
節
に
は

湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
で
蛍
の
乱
舞
を

高
森
町
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会

で
は
、
七
月
十
八
日
会
員
五
名

に
よ
り
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
の

北
側
水
路
に
蛍
の
幼
虫
約
五
百

匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
幼
虫
は
、
旭
志
村
で
蛍

の
生
態
に
な
ど
に
つ
い
て
研
修

を
行

っ
た
後
、
会
員
数
名
に
よ

り
育

て
ら
れ
て
き
た
も

の
で

す
。来

年
六
月
頃
に
は
、
こ
の
湧

水
ト
ン
ネ
ル
公
園
で
美
し
い
蛍

が
飛
び
交
う
の
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
こ
の
水
路
に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

幼
虫
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
協
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、　
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
る
方
も
高
森
町
社
会
福
祉

協
議
会
　
（
ＴＥＬ
２

・
２
１
５
８
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、

「
Ｉ
Ｔ
」
（
ア
イ
テ
ィ
）
を
巡
り

急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
講
習
は
、
全
て
の
住

民
の
皆
さ
ん
が
「
Ｉ
Ｔ
」
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
全
国
の
地

方
公
共
団
体
が
、
学
校

。公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
や
民
間

の
施
設
な
ど
を
利
用
し
て
、

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
基
礎
的
な
技

能
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
開
催
す
る
パ
ソ
コ
ン
講

習
で
す
。

本
町
に
お

い
て
も
、
六
月

二
十
五
日
か
ら
い
よ
い
よ
講

習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
恐
る
恐
る
パ
ソ
コ

ン
を
触

っ
て
い
た
受
講
生
た

ち
も
、
時
間
が
た

つ
に
つ
れ

慣
れ
て
い
き
、
受
講
が
終
る

こ
ろ
に
は

「
ま
だ
ま
だ

い
ろ

ん
な
こ
と
を
学
習
し
た
い
」
、

「
と

っ
て
も
楽
し
い
」
と
意
欲

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
第

一
期
講
習
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
第
二
期
に

つ
い
て
は
九
月
下
旬
に
高
森

町
民
体
育
館
で
開
講
の
予
定

で
す
。

開
閥

一腰
撼
鸞

バツゲームで動物になりました

●

●  ●

が始ま
―
ノ

ｒ
Ｄ
■ ました。

【l丁 とは ?】

ITと は、Information Techno10gy(イ ンフォメーション テクノロジー)の略で、

日本語に訳せば「情報通信技術」となります。情報通信分野に関する技術を利用する方

法のことをいいます。

インターネットを使って情報を集めたり、電子メールで遠くの人と連絡をとったり

することはその一例です。

さだせ寄おを生
回

口
又

圭
十

日
区

キ
千晴のし催や百

（一

日
疋話し楽のどな事行レし

文地域や学校・園・スポーツ

(16)(5)
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知
っ
て
お
き
た
い
み
ん
な
の
心
得

廃
棄
物
は
法
に
従
い
正
し

く
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
は
依
然
と
し
て

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
「ご
み
類
・粗
大
ご
み
。
し

尿
等
」
は

一
般
廃
棄
物
で
す
。

ま
た
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
破
片
、

家
を
壊
し
た
と
き

の
柱

。

瓦

。
ボ
ー
ド
類
」
は
産
業
廃
　
い

棄
物
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
協

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
を
み
だ

り
に
捨
て
た
り
埋
め
た
り
す

る
こ
と
は
、
法
律
違
反
と
な

り
ま
す
。

高
森

の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
が

皇
居
か
ら
ユ
帰
り
し
ま
し
た
。

″
ー

じ
な
ｎ
。さ
せ
な
ｎ
ｌ

土
地
所
有
者

・
管
理
者

及
び
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

①
廃
棄
物
の
庭
先

・
農
地

・
山
林
等
で
の
野
焼
き
は
禁
止
。

②
廃
棄
物
の
河
川
や
山
林
等

へ
の
投
棄
や
埋
立
て
は
禁
止
。

③
埋
立
て
等
に
よ
り
土
地
の
造
成
を
行
う
時
は
、
埋
立
て

材
が
産
業
廃
棄
物
か
否
か
の
確
認
を
行
う

④
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
見
回
り
を
行
う
。

⑤
不
審
に
思

つ
た
時
に
は
、
町

。
保
健
所

。
警
察
署
等

へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

皇
居
の
勤
労
奉
仕
団
と
し
て
、
参

加
さ
れ
た
、
「高
森
町
紅
葉

（も
み

じ
）
会
」
（松
野
博
子
会
長
）
の
皆
さ

ん
が
、皇
居
内
で
育

っ
た
ハ
ナ
シ
ノ

ブ
を
皇
后
陛
下
か
ら
預
か
り
町
に

持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
、
昭
和
六
十

年
と
平
成
十
年
の
二
回
、種
な
ど
が

宮
内
庁

へ
贈
ら
れ
て
お
り
、皇
后
陛

下
が
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
た
も

の
で
す
。

大
切
な
こ
の
宝
物
は
、
永
く
保
存

す
る
た
め
に
真
空
加
工
処
理
を
施
し

て
、
現
在
は
町
長
室
に
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

解体木<ず・剪定樹木・廃油および廃プラステイツ

ク等を、庭先や農地・山林等で野焼きすることも法で

は禁止されています。

(o)焼却禁止の例外
①廃棄物処理基準 |こ 従つて行う廃棄物の焼却

。厚生省令で定める構造を有する焼却設備を用いて行う焼却

②他の法令またはこれ|こ 基づ<処分 |こ より行う廃棄物の焼却

・森林病害虫等防除法に基づ く病害虫の付着した木の枝の焼却
。家畜伝染病予防法に基づ く伝染病にかかった家畜の死体の焼却等

③公益上若し<は社会の習慣上や心をえないものまたは、周辺地域の生活環

境に与える影響が軽微であるものとして政令で定めるもの

・国または地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の

焼却

・震災・風水害・火災・凍霜害その他の災害の予防、応急対策または復

旧のために必要な廃棄物の焼却

・風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却等

1111(内 線 212)

講演会」が実施されます。

●

●  ●

TEL 09676-2-2111、

ホールで午後 6

してください。

「
は

な

し

の

ぶ

」

に

よ

せ

て

大
字
津
留
　
須
生

阿
蘇
の
み
ど
り
の
草
原
に

楚
々
と
し
て
咲
く
は
な
し
の
ぶ

な
に
を
忍
ん
で
咲
く
花
か

誰
が
名
付
け
し
は
な
し
の
ぶ

薄
紫
に
身
を
や
つ
し

叶
わ
ぬ
恋
を
忍
ぶ
の
か

永
久
に
叶
わ
ぬ
恋
と
て
も

か
ぼ
そ
く
忍
び
美
し
く

大
草
原
に
生
き
る
花

エ ア ロ ビ ク ス で

爽 や か な汗 を流 しませ ん か ?

高森エアロビクスクラブでは会員を募集しています。

インストラクター指導のもと、音楽に合わせて楽しく

有酸素運動をします。お気軽にご参加ください。

・8月 ～10月  第 2金曜日・第4月 曜日 (計 6回 )

・午後 7時 30分～8時 30分

・林業総合センター三階大会議室にて
。レッスン料 1回 1,000円程度

・・●ヽ,||:|:‐ ||ヽ ::麟 ||:|

■ ■

'`子
:||:||111:||1111手

|

10月 1日 現在で

全国一斉に事業所 ・企業統計

調査が実施されます。
(

0
会社も、お店も、学校も、病院も。

事業 所・企業

この調査は、統計法に基づいて行われる調査で、全

国すべての事業所を対象とした国の最も基本的な統計

調査の一つです。

調査の結果は、国や地方公共団体などにおける各種

行政施策の立案や民間における事業計画等の策定の基

礎資料として、多方面に利用されます。9月 下旬から

調査員が各事業所を訪問して、調査票の記入をお願い

しますので、調査 にご協力 ください。

総務省・熊本県・高森町

統 計 調 査

(15) (6)
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お
便
リ
コ
ー
ナ
ー

登山家岩崎元郎先生と同行登山しませんか?
九州ハイランド活性化協議会と同観光ガイド連絡協議会では、NHK教育テレビでお尋||

染みの岩崎元郎先生と一緒に根子岳の山上を目指します。先生の話を聞きながらの安全な

登山です。またとないチャンスです。皆さんも参加してみてはいかがですか。

■日時 平成13年 9月 9日 (日 )午前 9時    ■集合場所 体暇村南阿蘇 駐車場

■参加費 2,000「 ](保険含む)        ■募集人員 40名

′

題

膿
―
‥
‥
な
一



中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
！

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

高
森
の
中
心
市
街
地
に
元
気
が
な

い
の
は
、単
に
商
業
振
興
の
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
町
全
体
の
問
題
で

す
。そ

こ
で
町
で
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
に
向
け
て
の
基
本
計
画
を
本
年

一般廃棄物

(家庭系廃棄物)

度
中
に
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
策
定
は
、
町
の
総
合
計

画
や
商
工
会
・商
店
会
の
こ
れ
ま
で

の
計
画
を
踏
ま
え

つ
つ
、
実
際
に
中

心
市
街
地
の
活
性
化

へ
向
け
て
の
事

業
や
施
策
な
ど
を
、
町
民
み
ん
な
で

考
え
て
い
こ
う
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

町
内
の
各
種
団
体
や
、
町
民

一
般

公
募
に
よ
る
応
募
者
な
ど
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
分
析
・課
題
の

検
討
な
ど
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
皆
さ
ん
を
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
い
い
ま
す
が
、
ま
ず
中
心
市
街

地
の
再
認
識
や
再
評
価
を
は
じ
め
、

期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
現

在
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
末
に
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す

が
、
こ
の
計
画
の
中
で
は
、
す
ぐ
に

出
来
る
こ
と
か
ら
徐
々
に
重
点
的
に

実
施
す
る
事
業
、
長
期
的
な
計
画
の

も
と
に
進
め
る
事
業
な
ど
を
位
置
付

け
、
し
っ
か
り
と
し
た
役
割
分
担
な

ど
も
盛
り
込
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

一
般
家
庭
生
活
で
排
出
さ
れ
る

ご
み
類

（生
ご
み
を
含
）
・
粗
大

ご
み

。
お
よ
び
し
尿
等
特
定
の
事

業
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る

一
般

廃
棄
物
（事
業
系

一
般
廃
棄
物
の

「紙
く
ず

。
木
く
ず

。
繊
維
く
ず

。

動
植
物
製
残
さ
等
」
）
が
含
ま
れ

る一
般
廃
棄
物
の
う
ち
、
爆
発
性

・

毒
性

・
感
染
性

。
そ
の
他
人
の
健

康
ま
た
は
生
活
環
境
に
係
る
被

害
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
性
状

を
有
す
る
も

の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
も
の

プでて意見を

●  ●

●  ● 郡
中
体
連
夏
季
大
会

各
競
技
で
健
闘

七
月
二
十

一
。
二
十
二
日
、
阿
蘇
郡
中
体
連
夏
季
大
会
が
郡
内

一
円
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
中
学
校
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場

し
、
各
競
技
に
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
前
寺
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
大
会
県
大
会
も
開
催
さ
れ
、
共
通
男
子
走
り
高
跳
び
で
草

部
中
学
校
の
岡
本
卓
也
君
が
二
年
生
な
が
ら
四
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

郡
中
体
連
夏
季
大
会
結
果

（三
位
ま
で
の
入
賞
掲
載
）

優
　
勝

・剣
道
男
子
団
体
　
（高
森
中
）

・バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
（高
森
東
中
）

・剣
道
個
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
津
　
京
三
（高
森
中
）

・バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
　
（高
森
中
）

・バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　
（高
森
東
中
）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
　
宇
藤
睦
美

・佐
藤
博
美
組

（高
森
中
）

・剣
道
個
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
雄
貴
（高
森
中
）

・空
手
道
男
子
個
人
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
文
彦

（高
森
中
）

・卓
球
個
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
上
　
知
沙
（草
部
中
）

。柔
道
男
子
団
体
　
（高
森
中
）

・剣
道
男
子
個
人
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
允
哉
（高
森
中
）

・柔
道
男
子
個
人
五
十
五
ｋｇ
級
　
　
　
一三
井
　
康
生

（高
森
中
）

・柔
道
男
子
個
人
六
十
ｋｇ
級
　
　
　
　
住
吉
　
陽
聖

（高
森
中
）

・柔
道
男
子
個
人
六
十
六
聴
級
　
　
　
住
吉
　
　
健

（高
森
中
）

・空
手
道
男
子
個
人
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
勇
希

（高
森
中
）

・卓
球
個
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
千
愛

（草
部
中
）

・ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
　
白
石
国
之
・野
尻
卓
郎
組
（高
森
東
中
）

準
優
勝

第
二
位

,'」 理

一般廃棄物
一般廃棄物

“廃棄物とは"

『ゴミ・粗大ゴミ・燃え殻・汚泥・ふん尿・

廃油・廃酸・廃アルカリ・動物の死体その

他の汚物または不要物であって、固形状ま

たは液状のもの(放射性物質およびこれに

よって汚染された物を除く)。』

≪廃棄物の処理および清掃に関する法律

(昭和45年法律第137号)に おいて規定さ

れています。(法第 2条第 1項)≫

“一般廃棄物と産業廃棄物の違いとは?"
『一般廃棄物』とは、一般家庭の生活活動により排出される廃

棄物 (ごみ類,粗大ごみ,し尿等)お よび事業活動から排出さ

れる一部の廃棄物 (「紙くず・木くず・繊維くず・動植物製残さ

等」で、一般的には「事業系一般廃棄物」と呼ばれています。)が

あります。

『産業廃棄物』とは、事業活動から排出される廃棄物をいいます

が、事業活動 (生産および販売等)の ため廃棄物の排出量が一般

廃棄物に比べ10倍以上多く発生していますが、排出された廃棄

の性質や形状等はほとんど変わりません。

する一般廃棄物の減量に関し住民の自主的な活動の促進を図り、および一般廃

法では、廃棄物の排出か ら処分に至るまで、国民,事業者から行政機関までの責務について規

定 されています。

①国民の責務 (法第 2条の 3)

国民は、廃棄物の排出を抑制し、再生品の使用等により廃棄物の再生利用を図り、廃棄物を分別して排出

し、その生じた廃棄物をなるべく自ら処分すること等により、廃棄物の減量その他その適正な処理に関し、国

および地方公共団体の施策に協力しなければなりません。

②事業者の責務 (法第 3条 )

活動に伴って生 じた廃棄物を自らの責任において、適正に処理 しなければなりません。

講ずる様努めるとともに、一般廃棄物の処理に関する事業の実施にあたっ

および作業方法の改善を図る等、その能率的な運営に努めなければな

“責務 |こついて"

事業者は、その

③市町村の責務 (法第4 1項 )

市町村は、その区域内に

棄物の適正な処理に必要な

ては、職員の資質の向上、施設の

りません。

(7) (14)

事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
じ
た
廃
棄

物
の
う
ち
、
燃
え
殻

・
汚
泥

・
廃

油

■
廃
酸

・
廃
ア
ル
カ
リ

，
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
頚
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
廃
棄
物

（全
十
九
種
類
）

産
業
廃
棄
物
の
う‐
ち
、
爆
発
性

・

毒
性

・
感
染
性

。
そ
の
他
人
の
健

康
ま
た
は
生
活
環
境
に
係
る
被

害
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
性
状

を
有
す
る
も

の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
も
の
　
・

L饉薗

_」
¬
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日
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口
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ヽ
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□材料 (パウン ド型 1個分 )

・無塩バター (又 はマーガリン)75g
・砂糖 80g

・りF2イ固

・薄力粉 90g

・ベーキングパ ウ

ダー小さじ半分

・バナナ 1本

・板チヨコ50g

□作 り方

①バ ターをクリー

ム状にし、砂糖を加え白っぼくなるまで混ぜる。

②溶きはぐした卵を2～ 3回 に分けて加え、つぶ

したバナナを加える。③薄力粉とベーキングパゥ

ダーを合わせてふるったものを加え、切るように

混ぜ合わせる。④板チョコを溶かし混ぜ合わせ

る。⑤型にサラダ油かバターを塗り、④を流し入

れ、160度で40～ 45分焼く。

食生活改善推進委員

今村寿美子 さん (昭和)の作品

栄替士のいただきまあ

家庭から食中毒をなくしましょう。

清潔な手で、清潔な調理器具を使い、新鮮な食品を調理するこ

とが大切です。加熱 して食べる場合は十分に加熱 し、室温に食品

を長 く放置しないことが大切です。

調理中に気をつけること

◎解凍するときは・・・

・室温での解凍は厳禁 (流水・冷蔵庫・電 F・ レンジを使う)。

・冷凍 と解凍を繰 り返さない。
・調理に使う分だけ解凍する。
・解凍 したらす ぐに使う。

◎電子 レンジで調理するときは・・・

・電子 レンジ用の容器を使う。
・加熱ムラが起 きないように時々かき回す。

夏場のお弁当にはこんな工夫を

・完全に火を通したものを入れる (半熟卵、生魚などはさける)。

・おかずは種類別に仕切りを入れる。
・加熱した後は切らない。
・酢など殺菌効果のあるものを上手に利用する。
・おにぎりはラップしてにぎる。
・ごはんとおかずは別の容器に入れる。

熊本県では、次の要領で警察職員採用試験を行います。

◆警察官B「男性」は、本県以外の8都府県 (警視庁・千葉・愛知・滋賀・京都 。大阪・兵庫・福岡)が同時に受

験できます。(今年度のみ千葉県が参加、今年度から神奈川県が不参加)

◆警察官B(武道指導)第 1次試験の試験地は熊本会場のみとなります。

広
　
報

「
人

権

」

《
高
森
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会

を
ご
存
じ
で
す
か
？
》

保
険
と
税

●
生
命
保
険

多
く
の
家
庭
で
は
病
気
や
交
通

事
故
な
ど
突
然
の
災
難
や
老
後
の

生
活
に
備
え
て
、
生
命
保
険
に
加
入

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人

と
す
る
生
命
保
険
契
約
、
郵
便
年
金

等
に
係
る
保
険
料
又
は
掛
け
金
を

支
払

っ
た
場
合
は
、
一
般
の
生
命
保

険
に
係
る
も
の
と
個
人
年
金
契
約

に
係
る
も
の
ご
と
に
、
そ
の
年
中
の

支
払
額
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
最
高

五
万
円
が

「生
命
保
険
料
控
除
」
と

し
て
、
そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
年
に
生
命
保
険
契

約
な
ど
に
基
づ
い
て
受
け
取

っ
た

剰
余
金
や
割
戻
金
は
、
支
払

っ
た
保

険
料
か
ら
差
し
引
き
計
算
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
期
間
が
五
年
未
満
の

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
つ
い
て
は
、

控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、被
保
険
者
の
死
亡
や
満
期

等
に
よ
り
保
険
金
を
受
け
取
る
場

合
は
、
契
約
の
内
容
な
ど
に
応
じ

て
、
相
続
税
、
贈
与
税
ま
た
は
所
得

税
が
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
損
害
保
険

火
災
等
の
災
害
に
備
え
て
支
払

う
保
険
料
は
、
そ
の
契
約
内
容
に
よ

り
最
高

一
万
五
千
円
が
「損
害
保
険

料
控
除
」
と
し
て
、
そ
の
年
の
所
得

金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、損
害
保
険
金
を
受
け
取
る

場
合
の
課
税
関
係
も
、
契
約
内
容
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
保
険
を
か
け

て
い
た
人
が
建
物
の
焼
失
や
身
体

の
障
害
・疾
病
を
原
因
と
し
て
受
け

取
る
保
険
金
に
は
、
原
則
と
し
て
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
事
業
者
の
方

が
火
災
に
よ
り
商
品
を
焼
失
し
た

場
合
に
は
、
焼
失
し
た
商
品
の
損
害

保
険
は
事
業
収
入

（売
り
上
げ
）
と

な
り
ま
す
。

保
険
に
関
す
る
税
金
の
こ
と
で
お

分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、阿
蘇
税
務
署
ま
で
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
ｃ

ＴＥＬ
０
９
６
７

（２
２
）

０
５
５
１

このを会 あなたの稜;ψ 重ゞ 摩でいる

偏
見
は

（昨
年
の
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

八
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（四
期
）
・
固
定
資
産
税

（二
期
）
の
納
期
で
す
。
　

納
期
限

（八
月
三
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

●  ●

●  ●

地
域
社
会
に
現
存
す
る
偏
見
と

差
別
の
実
態
に
学
び
、
そ
の
問
題

を
究
明
し
、
同
和
教
育
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

五
十
年
に
発
足
し
た
高
森
町
同
和

教
育
推
進
協
議
会
は
、
毎
年
総
会

に
お
い
て
問
題
提
起
を
し
な
が
ら

町
の
人
権

・
同
和
問
題
解
決
に
向

け
各
部
会
で
教
育

・
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
総
会

も
六
月
二
十
八
日
に
開
催
し
各
部

会
で
人
権

。
同
和
問
題
の
解
決
に

向
け
次
の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
ｃ

．

☆
行
政
部
会

行
政
部
会
の
充
実
を
図
り
、
広

報
誌
に
よ
る

「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
十
年
高
森
町
行
動
計
画
」

の
啓
発
活
動

・
体
験

。参
加
型
学
習

を
推
進
し
、
男
女
共
同
参
加
の
視

点
に
た

っ
た
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

☆
社
会
教
育
部
会

町
民

一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
、
自
発
的
な
学
習

や
人
権
教
育
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
同
和
問
題

・人
権
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
人
権
尊
重
の
精
神

を
身
に
付
け
、
職
場
や
家
庭
で
の

日
常
生
活
に
お
い
て
実
践
す
る
よ

う
事
業
所

・地
域

・各
種
団
体
で
の

中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、

啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

★
学
校
教
育
部
会

学
校

・保
育
園

・幼
稚
園
に
お
け

る
教
育
活
動
や
保
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権
意

識
を
育
む
た
め
、
そ
の
担
い
手
で

あ
る
教
職
員

・
保
育
士
の
同
和
問

題

・
人
権
問
題
に
対
す
る
基
本
的

な
認
識
を
深
め
、
完
全
解
決
に
向

け
て
実
践
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

以
上
の
項
目
を
重
点
目
標
と
し

て
、
教
育

・啓
発
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ

２

・

１

１

１

１

（内
線
１
３
２
）

∧

自
分
の
心
を
　
差
別
す
る
　
∨
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警察官 B(大卒以外 )

・女性・武道指導

8月 15日 (水 )～ 8月 31日 (金 )

警察事務 (高校卒業程度)

8月 15日 (水 )～ 8月 31日 (金 )

10月 7日 (日 )試 験 日
|

9月 23日 (日 )

熊本市・八代市・本渡市

※武道指導については熊本市のみ

試 験 地
|

|

熊本市・八代市 。本渡市

S49.4.2～ S59.4.1生まれで警察官A(大学

卒業又は卒業見込み)の受験資格のない方

武道指導については上記に加え柔道 2段以上又

は剣道 2段以上の段位を取得している方

S55.4.2～ S59.4.1生 まれの方

(学歴・性別不問)

1篠簿人藁111 男12名程度、女 2名程度、武道指導 2名程度 3名程度

※試験案内・受験申込書の請求など、詳 しい内容のお問い合わせは・・・

〒862-8610  熊本市水前寺 6-18-1
熊本県警察本部警務課採用係 096-381-0110(内 線 2643)
熊本県人事委員会事務局   096-383-1111(内 線 6834)
高森警察署総務係      09676-2-0110

__、,苺
|

¬!ll!11'‐
 ・.,'・ :1111,11:瀕

`

目

3 せ
ト

つ1 年度警察職員採用試験 のお矢口(高卒程度)
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受付期間

受験資格■
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はいせつ

排泄のお世話③
。,

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
暑
い

日
が
続
き
ま
す
が
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
先
日
「
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟

で
国
側
が
控
訴
断
念
」
と
大
き
く

報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん

は
こ
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
、

ど
こ
ま
で
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
こ
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
か
つ
て
の
病
名
は

「ら
い
病
」
で
し
た
。
長
い
問
人
々
は

「ら
い
病
」
に
対
し
て
偏
見
と
差
別

を
持
ち
つ
づ
け
て
き
た
た
め
に
、
い

ま
わ
し
い
過
去
を
切
り
捨
て
正
し
い

鰤

寝たきりのお年寄 りのお世話で、最も大切なケアのひとつが排泄介助。手際よくで

きなければ、介護 をする人もされるひとも負担に感 じて しまいます。お年寄 りが快適

に排泄できるように、明るく声 をかけながらスムーズな介助 を心がけましょう。

①便器の準備
冷たい便器が体にふれるのは、気持ちが悪いものです。

あらかじめ介護用便器を温め、布カバーをつけてお くと安

心 して排泄できます。便器の中にテイッシュペーパーを 2

～ 3枚敷いておくと、後かたづけが楽にできます。

②声をかける
介助を始める前に声をかけることが大切です。便器を使

用することや、どのような手順で進めるかを理解してもら

います。お年寄 りの体調の変化にも注意 しながら行いま

しょう。

③防水シーッを敷く
布団が汚れないように、体の下に防水シーツを敷きます。

薬局などで売っているビニールシート (ビニールのふろし

きでもよい)にバスタオルなどを重ねて使ってもよいで

しょう。

④下着を脱がす
はいているズボンや下着を脱がせます。着物の場合は、

すそを十分に上げておきます。

⑤便器を入れる

腰 を上げることができれば、片手を腰の下に入れ、声を

かけながらお尻を上げてもらい、もう片方の手で便器を差

し込みます [図 1]。 腰が Lげ られない場合は、体を横向き

にして便器を当て、便器がずれないように支えながら上向

きにします [図 2]。

便器が正 しい位置にあるかどうかを目で確認 します。位

置が深すぎると書蔀が落ち込み、浅す ぎると排泄物が後ろ

から漏れてしまいます。本人にも安定感や痛みの有無など

を尋ねるようにしましょう。

⑥排泄時の心配り
希望があれば、排泄時に介護者が外で待つ配慮を。ただ

し、姿勢を安定させられない人、多動や痴呆で一人にする

のが危険な場合は、必ず介助 します。

部屋に別の人がいる場合は、衝笠などでプライバシーを

守 ります。排泄の音が気になる場合は、水道の水を流 した

り音楽をかけたりして音を消す方法もあ ります。

[醸 1]腰を上げら枚る場合 腰を上げて
便器を差し
込む。

鶴水シーツ

[図2]腰を上げられない場合

[図3]洗浄 両難1ま 少し
聞き機渥務
でよく洗う。

タオルやおむつを
下鑽部機おき、我
類などを湾さなしヽ
ようにする。

どを敷琶
その上にバスタオルな
たは紙おむつを敷く。

⑦きれいにふいて後始末
排泄を終えたことを本人にも声をかけて確認 して便器を

引き出し、テイッシュやおしぼりできれいにふきます。便

はすぐに汚れ物容器 (バケツなど)に入れてふたをします。

微温湯をかけて洗う場合は、便器や洗浄用容器を腰の下に

差し入れ、下腹部にタオルをおいて衣類をぬらさないよう

に洗い流 します[図 3]。

介助を終えたら、窓を開けたり換気扇を回したりして空

気を入れ替えましょう。

●  ●

●  ●

認
識
を
持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い

か
ら
、
ら
い
菌
の
発
見
者
ハ
ン
セ
ン

博
士
の
名
前
を
取

っ
て
「
ハ
ン
セ
ン

病
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

ら
い
菌
は
、結
核
菌
に
よ
く
似
た

菌
で
す
が
感
染
力
が
非
常
に
弱
く
、

よ
ほ
ど
抵
抗
力
が
落
ち
て
い
な
い
限

り
感
染
す
る
こ
と
は
な
く
、感
染
し

て
も
発
病
す
る
の
は
ご
く

一
部
の
人

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ま
だ
治
療
法
が
分

か

っ
て
い
な
か

っ
た
時
代
、
病
気

が
治

っ
て
も
感
染
す
る
こ
と
は

ま

っ
た
く
な
か

っ
た
の
で
す
が
、

末
梢
神
経
が
お
か
さ
れ
て
手
や
足
、

ま
た
顔
面
の
変
形
が
残

っ
た
り
す

る
た
め
い
つ
ま
で
も
病
気
の
ま
ま

だ
と
間
違
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
ひ
ど
い
人
権
侵
害

に
あ

つ
て
い
ま
し
た
。
強
制
隔
離

や
断
種
な
ど
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た

の
も
事
実
で
す
。

し
か
し
、十
九
世
紀
半
ば
に
画
期

的
な
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
ハ
ン
セ
ン

病
は

「完
全
に
治
る
」
病
気
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
、
わ
ず
か
数
日
間

の
服
薬
で
菌
は
感
染
力
を
喪
失
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
よ
り
障
害
を
残
す
こ
と
な

く
外
来
治
療
に
よ
っ
て
完
治
す
る
病

気
な
の
で
す
。

現
在
約
四
四
七
〇
人
の
方
が
日
本

各
地
十
五
ヵ
所
の
療
養
所
で
生
活
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
ら
い
予
防
法
は
廃

止
と
な
り
束
縛
さ
れ
る
こ
と
は
な
く

な

っ
た
の
で
す
が
、
身
体
障
害
に
加

え
平
均
年
齢
七
十
四
歳
と
高
齢
の
た

め
社
会
復
帰
す
る
の
は
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
が
幸
せ
で
あ

り
楽
し
い
も
の
で
あ
る
に
は
私
た

ち
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
正
し
い

知
識
を
持

つ
こ
と
は
最
も
大
切
な

こ
と
だ
と
い
え
る
で
し
よ
う
。

年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
期
間
が
不
足
し
て
い
る
！

～
そ
ん
な
人
は
、
任
意
加
入
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
～

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除

を
受
け
た
期
間
、
合
算
対
象
期
間

（昭
和
六
十

一
年
四
月

一
日
よ
り
前

に
、配
偶
者
の
加
入
す
る
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
期
間
そ
の

他
）
な
ど
を
合
わ
せ
て
最
低
二
十
五

年
以
上
が
必
要
で
す
。

こ
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な

か
っ
た
人
や
満
額
の
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
人
は
、
六
十
歳
以
降
六
十
五

歳
ま
で
引
き
続
き
国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
三
十
年
四
月

一
日
以

前
生
ま
れ
で
六
十
五
歳
ま
で
任
意
加

入
し
て
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
さ
ら

に
七
十
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
場
合
は
受
給
資
格
を
満
た
す
ま
で

の
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。

第
十

二

こ
＜
み
ん

ね
ん
き
ん
イ
メ
ー
ブ

は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
！

中
学
生
及
び
小
学
生

（四

・
五

・

六
年
生
）
を
対
象
に
国
民
年
金
イ

メ
ー
ジ
は
が
き
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
の
話
を
家

の
人
に
聞
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
を
は
が
き
に
描
い
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
実
施
要
項
は
、
各

学
校
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

締
め
切
り
は
九
月
十
四
日
で
す
。

住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
担
当

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

σ
、
・
′

国

民
年

金

だ

よ

り
ロ
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更器σ

では、差 し込み式便器 を例に使い方を紹介 しますも用意するのは、便器・便座カバー・防水
。おしばり (洗面器 と石けん)・ 清拭タオル・ティ|ッ シュペーパー・汚れ物容器などです。

こ

ツ

こ

一ンヽ



阿蘇広域行政事務組合消防本部

南音『分署  TEL 2-9034

いよいよ夏本番となりました。この季節は、至る所から子どもたちのはしゃぐ声が聞こえて実に心

和む時期ではないでしょうか。

《夏》と言えば花火を思い浮かべますが、優雅さと危険性を兼ね備えていますので正しい遊び方を

心がけてください。

※取扱説明書をよく読んで遊びましよう。間違った遊び方をするとやけどや火災の原因になります。

遊ぶ ときの注意

①バケッを用意して、遊び終わったら完全に消火しましょう。

②人や家に向けたり燃えやすいものの近くで遊ばないようにしましょう。

③たくさんの花火に一度に火をつけないで、正しい位置に点火しましょう。

④風の強い時は花火遊びをしないようにしましょう。

⑤花火をほぐしたり、ポケットに入れたりしないようにしましょう。

ヽ
｀

高編警察署だより

交通死亡事故 (本年第 1号)の発生について

ベ
ビ

ー
シ
ー
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

・

7月 17日 午前 0時ごろ、高森町役場入口交差点の国道

325号バイパスで、大型貨物車 と普通乗用車が出会い頭

に衝突 して、乗用車を運転中の女性 (高森町在住)が死

亡されました。

16日 から 17日 未明にかけて、県内で 3件の交通死亡

事故が連続 して発生するなど、 7月 に入ってから各地で

多発傾向にあ ります。

今年に入ってから高森警察署管内では交通死亡の発生が

なく平穏に推移 していましたが、本年第 1号の死亡事故が

高森町で発生 したわけです。

高森町での事故は昨年と比較すると、発生件数・死者・

傷者ともに増加 している状況にありますので、運転される

際には右のことに注意していただきたいと思います。

以上のことを守 り、交通事故のない

住みよい高森町にしましょう。

高森警察署 TEL 2-0110

ン
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『 可 「高森警察署協議会」が発足しました。

濯凩
ゝノ

高森警察署協議会委員の方々 本年6月 、地域の方々と手を携えた警察

活動を推進するため、全国一斉に警察署協

議会が設置されました。

高森警察署においても、5人の方々が熊

本県公安委員会より協議会委員に委嘱さ

れ、高森警察署協議会が発足しました。

警察官立寄所

高森警察署(609676-2-0110)

阿蘇の林業を守 り育てて行 くために、 6月 1日 に阿蘇郡森林組合が誕生 しました。林業を取 り巻

く情勢はいまだ厳 しいものがありますが、組合員の皆様が合併 して本当に良かったと思える森林組

合を目指して、精一杯頑張 りますので皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

【阿蘇郡森林組合の概要】

事業総収益  1,594,257千 円 (県下 1位) 払込出資金    355,749千円 (県下 1位 )

組合員数      6,731人 (県下 2位) 組合員所有森林面積  51,907ha(県下 1位 )

常勤役職員数     62名 (県下 1位) 作業班員数       260名 (県下 1位 )

素材 (林産)取扱量 45,000m3(県下 1位 )

(注 )データは現組合平成11年度事業年度で算出、県ランクは平成10年度事業年度のデータに基づいている。

れ
ま
し
た
。

○

「地
域

一
体
と
な

っ
た
防
犯

意
識
の
高
揚
と
犯
罪
の
防
止
」

高
森
警
察
署
か
ら
、
高
森
署

管
内
の
交
通
事
故
や
犯
罪
の
発

生
状
況
等

の
説
明
を
受
け
た

後
、
協
議
に
入
り
ま
し
た
が
、

委
員
か
ら

「高
齢
者
対
象
の
悪

徳
商
法
」
に
対
す
る
懸
念
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

高
森
署
と
し
て
は
、
管
内
人

口
の
約
二
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
が

六
十
五
才
以
上
の
高
齢
者
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
防
犯
対
策
と
し

て
高
齢
者
を
中
心
に
、
熊
本
県

警
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

「
ゆ
っ

ぴ
―
」
を
活
用
し
た
防
犯
ポ
ス

タ
ー
を
作
成

・
配
布
し
、
防
犯

意
識
の
啓
発
と
非
常
の
場
合
の

連
絡
等
を
訴
え

て
い
ま
す
が
、

今
後
さ
ら
に
そ

の
徹
底
を
図

り
、
地
域

一
体
と
な

っ
た
防
犯

意
識
の
高
揚
と
犯
罪
の
防
止
に

努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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域
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な
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口

良
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長
は
ブミ
ちて

員
を

「高
森
警
察
署
協
議
会
第

一
回
会
議
結
果
」

平
成
十
三
年
六
月
一
日
　
高
森
警
察
署
会
議
室
）

協
議
会
委
員
委
嘱
式

に
続

き
、
高
森
警
察
署
長
の
「安
全
で

安
心
な
社
会
を
築
く
た
め
、
地

域
の
人
々
と
警
察
の
橋
渡
し
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の

挨
拶
を
受
け
、
高
森
警
察
署
協

議
会
第

一
回
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○

「役
員
選
出
及
び
細
則
決
定
」

協
議
に
先
立
ち
会
長

・
副
会

長
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
警

【役員・監事の紹介】

代表理事組合長

代表理事副組合長

代表理事副組合長

代表理事副組合長

支所担当理事

支所担当理事

支所担当理事

代表監事

一 憲

俊 機

節 男

一 郎

※本合併により、 1日高森町森林組合は次のように変わ りました。

阿蘇郡森林組合 高森支所 TEL 2-0769  共販所 TEL 2-0180

(11) (10)

・スピードの出し過ぎ

・見通しの悪い所での徐行運転と

安全確認の励行

・飲酒運転の禁止

・一時停止場所では必ず停止し安

全を確認する
0シートベルトは必ず着ける

・譲り合いの精神で運転する

様

様

様

様

様

人

一
進

子

朗

田

村

里

井

日興
　
口只
　
口興

委

委

委

禎

慎

E召

リヨ

芳


